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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年10月1日(2015.10.1)

【公表番号】特表2013-543117(P2013-543117A)
【公表日】平成25年11月28日(2013.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-064
【出願番号】特願2013-530750(P2013-530750)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/32     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/531    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/32     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｙ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/531    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年8月11日(2015.8.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌に罹患している疑いのある被験者のサンプルにおいて癌細胞の有無を決定する方法で
あって、
　ａ）ＢＲＡＦポリペプチドにおいて配列番号：１により特徴付けられるエピトープに特
異的に結合する抗体に該サンプルを、該抗体のエピトープへの結合を可能にする条件下で
接触させ、
　ｂ）エピトープに対する抗体の結合を決定し、それによって癌細胞の有無が決定される
ことを含み、
　前記抗体が受託番号ＤＳＭ ＡＣＣ３０９１で寄託されているハイブリドーマクローン
により生成された抗体である、方法。
【請求項２】
　前記癌細胞が組織サンプル内に存在する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組織サンプルが組織切片サンプルである請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　工程ｂ）における抗体のエピトープへの結合が、被験者が抗癌療法に応答性であること
を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記抗癌療法が、抗ＢＲＡＦアンチセンスＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ又はミクロＲＮＡ剤、抗
ＢＲＡＦ抗体、ソラフェニブ、ＲＡＦ-２６５、ＰＬＸ-４０３２、セツキシマブ、及びＧ
ＤＣ-０８７９からなる群から選択される請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　受託番号ＤＳＭ ＡＣＣ３０９１で寄託されているハイブリドーマクローンにより生成
された抗体。
【請求項７】
　受託番号ＤＳＭ ＡＣＣ３０９１で寄託されているハイブリドーマクローン。
【請求項８】
　ａ）請求項６に記載の抗体を含む分析ユニットであって、該分析ユニットに適用される
サンプル中のＢＲＡＦポリペプチドにおいて配列番号：１により特徴付けられるエピトー
プへの抗体の特異的結合の決定を可能にする分析ユニットと；
　ｂ）分析ユニットにより決定される結合を評価し、診断を確立するための実行ルールを
含む評価ユニット
を含む癌の診断装置。
【請求項９】
　前記サンプルが組織サンプルである請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記組織サンプルが組織切片サンプルである請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　請求項６に記載の抗体を含む癌診断キット。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　本発明の上述した方法の好ましい実施態様では、前記抗癌療法は、抗ＢＲＡＦアンチセ
ンスＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ又はミクロＲＮＡ剤、抗ＢＲＡＦ抗体、ソラフェニブ、セツキシ
マブ、ＲＡＦ-２６５、ＰＬＸ-４０３２及びＧＤＣ-０８７９からなる群から選択される
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　ここで使用される「抗癌療法」なる用語は、外科手術ベースの治療、放射線ベースの治
療、薬剤ベースの治療、又はその組合せである治療を含む。前記薬剤ベースの抗癌療法は
、好ましくはＢ-Ｒａｆポリペプチド、より好ましくは配列番号：１に示すエピトープを
有するＢ-Ｒａｆポリペプチドに影響を与える治療法である。適切な薬剤は、Ｂ-Ｒａｆポ
リペプチドのタンパク活性、又はＢ-Ｒａｆ癌遺伝子の転写又は翻訳、又はその転写物に
干渉可能である。好ましくは、前記抗癌剤は、抗ＲａｆアンチセンスＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ
又はミクロＲＮＡ剤、抗Ｒａｆ抗体、及び小分子からなる群から選択される。特に好まし
い薬剤はソラフェニブ、ＲＡＦ-２６５、ＰＬＸ-４０３２又はＧＤＣ-０８７９である。
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